
　今年は本当に暑い夏でした．群馬から神戸に移り，「なんて関西は暑いんだ」と関西を
悪者にしていましたが，関西の人にとってもこの夏の暑さは特別とのことでした．どうや
らわれわれが想像する以上に，地球の温暖化は深刻なようです．先日，映画「不都合な真
実」に出演しているアル・ゴア元アメリカ副大統領が，地球温暖化に対する活動が評価さ
れ，ノーベル平和賞を受賞しました．
　本号の特集は，編集同人からも希望の多かった「メタボリックシンドローム」を取り上
げました．来年 4 月より特定健診等の義務化が実施されます．しかし，残念なことに，「食
生活・運動に関する対象者の支援計画に基づく実践的指導」を行う職種に，理学療法士が
明記されていません．
　最近，私が愛する理学療法とは何であるのか，よく考えることがあります．昭和 40 年
制定の理学療法士法によると，「理学療法とは，身体に障害のあるものに対して，主とし
てその基本的動作能力に回復を図るため，治療体操その他の運動を行わせ，及び電気刺激，
マッサージ，温熱その他の物理的手段を加える治療法をいう」とされています．一方，世
界 101 か国 27 万人が加盟する世界理学療法連盟の記述，The nature of Physical Therapy
（理学療法の本質）によると，「理学療法とは健康増進や予防，治療，リハビリテーション
を通じて人間の活動の潜在能力を最大限に引き出すこと（Physical therapy is concerned 
with identifying and maximising movement potential, within the spheres of promotion, pre-
vention, treatment and rehabilitation）」とあります．日本は国民総生産世界第 2 位の経済大
国にもかかわらず，理学療法に関しては知らず知らずのうちに狭い範囲での活動を強いら
れてしまっているようですが，理学療法士は，脳血管疾患や心疾患などを発症した患者に
対しては，身体機能や日常生活活動の回復に加えて，疾患の悪化や再発予防のための指導，
メタボリックシンドロームへの対応を通して，対象者のさらなる健康増進にも責任を持つ
必要があると思います．
　10 月 14 日の読売新聞総合面に，「メタボ健診　医療費減量疑問」という記事が掲載され
ていました．メタボリックシンドロームはわれわれの将来を大きく変える金の卵になるか
もしれませんが，流行に左右されて，理学療法士の本質を失ってはならないと思います．
まずは，目の前にいるメタボリックシンドロームを持つ患者に，疾患管理のための指導を
丁寧に行い，現疾患の再発を予防し，医療費を抑制するという結果を出すことが重要と思
います．
　今や小学校 2 年生のわが息子まで「メタボ」という言葉を使うようになりました．各種
議論の多い「メタボリックシンドローム」という言葉は，健康を守る上での内臓脂肪を減
らすことの意義や，生活習慣改善の大切さに注意を喚起するという点で効果を発揮しまし
た．理学療法士に対しても，身体機能の回復に加えて，疾患管理のための指導の必要性を
喚起しているのだと思います．
　自分のお腹周りの「不都合な真実」をさすりながら，特集「メタボリックシンドローム
と理学療法」が理学療法士の将来に明るい兆しを与える一助となることを期待し，編集後
記としたいと思います．
 （高橋哲也）
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